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人間発達学部長　梅埜　國夫 

　
福
岡
県
で
は
、県
の
代
表
的
な
史
跡
地

で
あ
る
太
宰
府
の
梅
に
ち
な
ん
で
、梅
を

県
花
に
指
定
し
て
お
り
、県
章
も
梅
を
図

案
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
植
物
と
し
て
の
ウ
メ
の
話
は
他
の
機
会

に
譲
る
こ
と
に
し
ま
す
が
、福
岡
県
と
ウ

メ
と
の
つ
な
が
り
は
、万
葉
の
昔
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。大
宰
府
政
庁
が
造
ら
れ
た

七
世
紀
半
ば
に
は
、ウ
メ
は
す
で
に
大
陸

か
ら
渡
来
し
て
い
て
、大
宰
府
に
も
か
な

り
植
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。（
現
在
の

地
名
で
は「
太
宰
府
」と
書
き
ま
す
が
、こ

こ
で
は
、歴
史
的
な
記
述
の
た
め
、「
大
宰
府
」

を
用
い
ま
す
）　
ウ
メ
は
、万
葉
集
の
歌
に

詠
ま
れ
て
い
る
栽
培
植
物
の
中
で
は
ト
ッ

プ（
一
一
八
首
）を
占
め
、サ
ク
ラ
の
四
〇

首
を
は
る
か
に
し
の
い
で
い
ま
す
。 

　
紀
元
七
三
〇
年
、大
宰
帥
・
大
伴
旅
人
は
、

そ
の
館
に
官
人
た
ち
を
招
い
て
梅
見
の
会

を
催
し
ま
し
た
。こ
の
と
き
の
歌
は
、万
葉

集
第
五
巻
に「
梅
花
の
歌
三
二
首
」と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
下
っ
て
九
〇
一
年
の
こ
と
、京
に
あ
っ

て
右
大
臣
の
要
職
に
あ
っ
た
菅
原
道
真
が
、

左
大
臣
藤
原
時
平
の
讒
言
に
よ
っ
て
大
宰

権
帥
と
し
て
左
遷
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
き
、
自
邸
の
梅
花
に
別
れ
を
惜
し
み
、 

「
東
風
吹
か
ば
に
ほ
ひ
起
こ
せ
よ
梅
の
花
‥
」

と
詠
ん
で
大
宰
府
へ
西
下
し
た
と
こ
ろ
、こ

の
梅
が
主
を
慕
っ
て
一
夜
の
う
ち
に
筑
紫

の
菅
公
の
寓
居
に
ま
で
飛
ん
で
き
た
と
い

う
伝
説
は
、広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の

『
飛
梅
』は
、菅
公
の
死
後
、大
宰
府
天
満
宮

の
拝
殿
前
に
移
植
さ
れ
、長
年
の
間
に
代
を

重
ね
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
一
五
七
二
年
に
至
り
、朝
倉
地
方
の

領
主
・
秋
月
種
実
は
、大
宰
府
裏
の
岩
屋
城

を
火
攻
め
に
し
よ
う
と
し
て
、誤
っ
て
天
満

宮
ま
で
焼
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。た
た
り
を

お
そ
れ
た
種
実
は
、ご
神
体
を
領
内
栗
田
の

老
松
宮
に
一
時
安
置
し
て
、一
六
年
間
か
け

て
天
満
宮
の
修
復
を
行
い
ま
し
た
。長
い
間

栗
田
の
里
に
仮
住
ま
い
を
余
儀
な
く
さ
せ

ら
れ
た
菅
公
の
霊
を
慰
め
よ
う
と
し
て
、大

宰
府
の
飛
梅
が
、今
度
は
老
松
宮
に
ま
で
飛

ん
で
行
き
ま
し
た
。こ
の
梅
の
木
が
、朝
倉

郡
三
輪
町
栗
田
の
老
松
宮
拝
殿
前
に
残
っ

て
い
て
、玉
垣
と
と
も
に
朽
ち
か
け
て
い
る

の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
は
二
十
数
年

前
の
こ
と
で
し
た
が
、今
も
健
在
で
し
ょ
う

か
。人
呼
ん
で『
飛
梅
の
飛
梅
』と
申
し
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
で
次
は
、お「
硬
い
」話
で
す
。梅

花
石
と
い
う
岩
石
を
ご
存
じ
で
す
か
。梅
花

石
は
、岐
阜
県
の
菊
花
石
と
並
び
称
せ
ら
れ

る
名
石
で
、黒
っ
ぽ
い
岩
石
の
中
に
白
色
五

弁
の
梅
花
状
模
様
が
点
在
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
梅
花
石
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。こ
の
岩
石
に
つ
い
て
も
菅
公
に
ま
つ
わ

る
伝
説
が
あ
り
ま
す
。菅
原
道
真
公
は
、瀬

戸
内
海
経
由
で
大
宰
府
へ
西
下
の
途
中
、豊

前
国
白
野
江
の
浜
に
停
泊
さ
れ
ま
し
た
。当

時
、こ
の
一
帯
は
満
開
の
梅
林
だ
っ
た
た
め
、

傷
心
の
公
は
、梅
を
眺
め
つ
つ
し
ば
し
の
休

息
を
と
ら
れ
た
と
こ
ろ
、公
の
心
情
を
推
し

は
か
っ
た
梅
花
が
一
斉
に
落
花
し
、梅
花
石

に
変
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
実
は
、梅
花
石
と
い
う
の
は
輝
緑
変
成
岩

の
一
種
で
あ
り
、花
模
様
の
本
体
は
、ヒ
ト

デ
や
ウ
ニ
の
仲
間
で
あ
る
棘
皮
動
物
ウ
ミ

ユ
リ
類
の
化
石
で
、ウ
ミ
ユ
リ
の
柄
の
横
断

面
が
五
放
射
相
称（
つ
ま
り
梅
花
状
）を
し

て
い
る
も
の
な
の
で
す
。そ
の
名
に
ち
な
ん

で
、こ
の
岩
石
の
い
く
つ
か
が
大
宰
府
天
満

宮
に
寄
進
さ
れ
て
い
ま
す
。北
九
州
市
門
司

区
白
野
江
町
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
か
ら
産
出

さ
れ
る
こ
の
岩
石
は
、現
在
、県
指
定
の
天

然
記
念
物
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ち
な
み
に
私
の
名
前
の
梅
は
、残
念
な
が

ら
、菅
公
と
は
無
関
係
の
よ
う
で
す
。 

梅の花伝説二題 

リレーエッセイ　第7回 
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「人間発達学部・栄養科学部紹介」 
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特 
集 

Ⅰ
Ⅱ

人
間
発
達
基
礎
論
Ⅰ
　
１
年
前
期 

Ⅱ

人間発達学部・栄養科学部の紹介 



特集 人間発達学部・栄養科学部の紹介 

　
人
間
発
達
学
部
と
は
、人
間
、特
に
子
ど
も
が
育
つ
過
程
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と
取
り
組
み
な
が

ら
、子
ど
も
の
心
身
の
発
達
と
健
全
な
人
間
形
成
の
た
め
の
理
論
と
方
法
を
身
に
つ
け
る
学
部
で
す
。 

今
回
は
、人
間
の
発
達
を
多
角
的
に
見
る
眼
を
養
う
科
目「
人
間
発
達
基
礎
論（
Ⅰ
・
Ⅱ
）」を
紹
介
し
ま
す
。 

Ⅰ

授
業
担
当
　
教
授 

石
田
梅
男 

（
人
間
発
達
学
部
） 

人
間
発
達
基
礎
論
Ⅱ
　
１
年
後
期 

人
間
の
発
達
を
精
神
的
発
達
の
側
面
か
ら
考
察
。 

人
間
理
解
の
基
礎
的
な
枠
組
み
を
学
び
ま
す
。 

　
こ
の
科
目
群
は
、発
足
す
る
人
間
発
達
学
部
の
目
玉
の
一
つ
と

し
て
開
講
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、Ⅱ
で
は
人
間
の
発
達
を
精
神
発

達
の
側
面
か
ら
考
察
し
、『
発
達
の
意
味
と
原
理
の
理
解
』に
焦
点

を
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、人
間
理
解
の
基
礎
的
枠
組
み
を
得
る

こ
と
を
教
育
目
標
と
し
ま
す
。 

　
こ
の
意
味
で
、本
科
目
は
、発
達
心
理
学
、教
育
心
理
学
な
ど
人

間
の
発
達
や
学
習
、教
育
を
取
り
扱
う
実
践
的
応
用
心
理
学
の
礎

と
も
な
る
原
子
的
、分
子
的
な
発
達
の
現
象
と
法
則
性
を
掘
り
起

こ
す
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。人
を
育
て
る
養
育
者

や
教
育
者
志
願
者
に
し
て
み
れ
ば
、系
統
発
生
と
固
体
発
生
の
巨

視
的
な
視
座
・
法
則
性
を
精
神
発
達
及
び
人
間
発
達
の
法
則
性
と

交
差
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、真
の
人
間
教
育
や
学
習
と
は
何
で

あ
る
か
を
研
究
す
る
方
向
へ
の
内
発
的
動
機
づ
け
を
啓
培
す
る

好
個
の
機
会
に
恵
ま
れ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。 

　
授
業
計
画
で
は
、発
達
の
意
味
と
法
則
性
を
理
解
す
る
た
め
に
、

種
々
の
発
達
の
理
論
を
と
り
あ
げ
て
提
示
し
、発
達
段
階
と
発
達

課
題
、遺
伝
と
環
境
、発
達
と
教
育
・
学
習
等
、人
間
発
達
の
理
解

に
と
っ
て
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
考
察
し
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
学
習
を
通
じ
て
、発
達
の
意
味
と
原
理
を
理
解
す
る

と
い
う
こ
と
は
、発
達
そ
れ
自
体
を
あ
る
が
ま
ま
に
受
容
す
る
こ

と
に
つ
け
加
え
て
、教
育
や
環
境
等
、発
達
と
重
要
な
相
互
作
用

を
営
む
諸
要
因
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
で
も
あ
る
こ
と
を
知

る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。換
言
す
れ
ば
、私
達
は
発
達
の
単
な
る

傍
観
者
で
も
、過
度
の
統
制
者
で
も
な
い
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。 

　
親
子
関
係
の
研
究
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、子
ど
も
の
依
存
や
甘
え
、

わ
が
ま
ま
、反
抗
や
無
気
力
な
ど
未
熟
な
精
神
発
達
は
、親
の
側

の
溺
愛
や
放
任
、厳
格
や
過
干
渉
な
ど
の
養
育
法
に
、自
律
的
な

成
熟
し
た
精
神
発
達
は
、受
容
と
自
律
支
持
を
兼
備
し
た
親
の
養

育
類
型
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、私
達
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
子
ど
も
に

備
わ
っ
て
い
る
自
律
へ
の
欲
求
や
動
機
づ
け
を
真
に
理
解
し
え

て
お
り
、し
た
が
っ
て
自
律
を
育
む
こ
と
に
成
功
し
た
親
や
社
会

に
発
達
理
解
の
良
い
セ
ン
ス
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
人
間
の
発
達
に
真
に
傾
注
す
る
こ
と
に
は
、自
他
に
関
す
る
理

解
の
セ
ン
ス
や
感
性
、愛
、受
容
、応
答
的
な
感
受
性
な
ど
が
産
出

す
る
と
い
う
思
恵
を
伴
う
よ
う
で
あ
り
ま
す
。人
を
育
て
る
こ
と

を
志
し
た
若
い
学
生
諸
君
と
も
ど
も
、こ
う
し
た
精
神
発
達
の
礎

の
土
壌
を
ゆ
っ
く
り
耕
し
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。 

 



特 
集 

管理栄養士養成施設の教育内容 
（平成13年9月厚生労働省健康局長通知） 

・人文科学 
・社会科学 
・自然科学 
・外国語 
・保健体育 

・社会・環境と健康 
・人体の構造と機能 
  及び疾病の成り立ち 
・食べ物と健康 

・基礎栄養学 
・応用栄養学 
・栄養教育論 
・臨床栄養学 
・公衆栄養学 
・給食経営管理論 
・総合演習 
・臨地実習 

42

6 
14 
 
8

10

2 
6 
6 
8 
4 
4 
2

8 
　 
 
 
4

基
礎
分
野 

専
門
基
礎
分
野 

専
門
分
野 

教 育 内 容 講義又は 
演  習 

実験又は 
実  習 

単 位 数 

5

管
理
栄
養
士
養
成
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム   

「
病
気
の
基
礎
」
２
年
前
期
、「
病
気
の
臨
床
」
２
年
前
・
後
期
、「
実
習
・
病
態
の
評
価
」
３
年
前
・
後
期 



6

管
理
栄
養
士
養
成
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
　
「
臨
床
栄
養
管
理
学
」
３
年
前
・
後
期
、「
臨
床
総
合
演
習
」
４
年
後
期 



祝賀パーティー 

　6月1日（土）、本年度から開設した「栄養科学部」並びに「人間発達学部」の開設記念行事として、講演会並
びに祝賀パーテイーが市内のホテルで開催された。講演会には、来賓、本学の教職員及び学生の約630名が
出席。「宇宙が教えてくれること－最新宇宙論の視座から生き方を考える」と題して、宮城大学の佐治晴夫
教授から、宇宙から聞こえてくる音や普段は見ることができないＮＡＳＡ（アメリカ航空宇宙局）が撮影し
た写真、そしてご本人のピアノ演奏を交えた講演が行われた。 
　引き続き祝賀パーティーには、日本私立大学協会はじめ他大学、学生の実習先である病院・幼稚園・保育
園などから多数の来賓をお招きし、終始賑やかな雰囲気で催された。 

栄養科学部、人間発達学部開設記念 
講演会・祝賀パーティー開催 

薬膳セミナーのご案内  －管理栄養士・栄養士の方を対象に－ 
1.開催日  平成14年8月21日（水）～23日（金） 
2.会　場  中村学園大学 
3.テーマ  「中国医学と薬膳」 
4.参加費  28,000円（3日間の昼食費・懇親会込）  
　　　　　　　※8/21（水）17：30より懇親会を行います。 

5.対　象  管理栄養士・栄養士（定員50名） 

開催 9：00～10：20 10：30～11：50 13：00～14：20 14：30～15：50 16：00～17：20

8/21 
（水） 

オープニング 

中国中医薬学会副会長 
上海市中医薬学会会長 
上海市食療研究会理事長 
前上海中医薬大学学長 

「中国薬膳概論」 
教授 施 杞 先生 

富山医科薬科大学 

教授 谿 忠人 先生 
上海中医薬大学 

教授 郭 忻 先生 
上海中医薬大学 

教授 張 再良 先生 

「不足と過剰を調整 
する薬用食材」 

「食療中薬概論」 
「中国医学の 
基礎理論」 

8/22 
（木） 

「中国医学・診断学」 「薬膳学」 「食療中薬学1」 「薬膳の栄養疫学」 「食品・生薬の成分と 
医薬品の相互作用」 

8/23 
（金） 

「食療中薬学2」 「中国医学・弁証」 「薬膳の予防医学」 「薬膳実習」 
終了式 

■プログラム（予定） 

本学は、平成７年から中国上海中医薬大学と学術交流を行い、
特に中国医学を基礎とした薬膳の研究を共同で進めていま
す。今回、中国医学のトップレベルの学府として発展してい
る上海中医薬大学の先生、そして日本で薬膳に関する研究
をされている先生をお招きして、薬膳セミナーを開催する
こととなりました。 

　薬膳には中国医学の長い歴
史が反映されており、薬膳を
理解するには中国医学を学ぶ
必要があります。最近では科
学的実証が栄養学の世界にも
要求されるようになってきま
した。本セミナーは、このよう
な情況を考慮した内容を盛り
込んでおります。多くの方々
の参加をお待ちしています。 

【講師紹介】  佐治晴夫（さじ  はるお） 
・1935年東京生まれ 
・立教大学、東京大学で基礎数学、理論物理学を学び、東京大学物性研究所、松下 
　技研主幹研究員、玉川大学教授などを経て、1999年より県立宮城大学教授。 
・ゆらぎ理論の第一人者、宇宙創生の理論や、ゆらぎの応用として世界初の「3倍
　速VTRヘッド」や「1／f  ゆらぎ扇風機」などの開発でも知られる。 
・NASA（アメリカ航空宇宙局）を中心とした地球外文明探査では、ET（Extra- 
 Terrestrial＝地球外生物）との交信に音楽を使うという提案で注目を浴びた。 
・主な著書に『宇宙の不思議』、『星へのプレリュード』、『宇宙はささやく』、『宇宙
日　記』、『二十世紀の忘れもの』などがある。 

上海中医薬大学 

教授 張 再良 先生 
中村学園大学 

教授 三成 由美 

中村学園大学 

教授 三成 由美 

上海中医薬大学 

教授 郭 忻 先生 

上海中医薬大学 

教授 郭 忻 先生 

産業医科大学 

講師 徳井 教孝 先生 

産業医科大学 

講師 徳井 教孝 先生 

九州大学大学院薬学部 

教授 正山 征洋 先生 

上海中医薬大学 

教授 張 再良 先生 

佐治晴夫 氏 

祝賀パーティーの様子 

講演会の中ではピアノの演奏も行われた。 



　今年で29回目を数える、中村学園大学・中村学園大学短期大学部主催の公開講座を9月14日（土）・21日（土）・
28日（土）・10月5日（土）に開催いたします。本年度は、４月１日に発足しました栄養科学部・人間発達学部開設記
念行事の一環として、講座数を倍増し、12の講座を準備いたしました。 
　内容は、下記のプログラムのとおりとなっています。どの講座も、ユニークな教育と研究にあたっております本
学の特徴を十分に発揮した内容となっておりますので、ふるってご参加ください。 

●お申込は、｢官製はがき｣または「Eメール」にて、郵便番号、住所、氏名、
性別、年齢、職業、電話番号、受講希望コースを明記のうえ、 

8月19日（月）～9月4日（水）の期間にお願いいたします。 
（※電話、FAXでの申込受付はいたしておりません） 

●定員になり次第、締め切らせていただきます。 
　※定員に余裕があれば、当日でも受付いたします。 
●受講された方には、開催日ごとに受講証書を発行いたします。 
●受講料ならびにテキスト代は無料です。 
●託児所はありません。 
●開催日ごとに会場が異なりますので、ご注意ください。 

栄養科学部・人間発達学部開設記念行事 

公開講座のお知らせ 
今年は、12講座を開講します 

プ ロ グ ラ ム 

申込方法 申込・問い合わせ先 
〒814-0198 
福岡市城南区別府５丁目７番１号 
中村学園大学・中村学園大学短期大学部 
庶務課「公開講座」係 
【TEL】（092）851-2559 
【Eメール】 
koukai@cc.nakamura-u.ac.jp 
【ホームページ】 
http:www.nakamura-u.ac.jp/ 
　トップページ「新着情報」の中で 
　「公開講座のご案内」をクリックしてください 

子どもの発達と教育・ 
子育てを考える 
定員／各200名 

Aコース 9月14日（土） 

13：00～13：25 場所／西1号館10階 大講義室 

13：25～14：50 場所／西1号館10階 大講義室 

開講式 

休憩（10分） 

1

2

学長　山元　寅男 
人間発達学部長　梅埜　國夫 

大学側挨拶 
部門概要説明 

Bコース 9月21日（土） 

14：35～16：00 場所／西1号館10階 大講義室 

16：00～16：10 場所／西1号館10階 大講義室 

15:00～16:25 場所／西1号館10階 大講義室 

13：00～14：25 場所／西1号館10階 大講義室 

閉講式 

休憩（10分） 

幼児教育科主任　森　康博 大学側挨拶 

生活習慣病の予防 
ー糖尿病ー 
ー動脈硬化ー 
定員／各120名 

Cコース 9月28日（土） 

13：00～13：25 場所／東1号館3階 304講義室 

13：25～14：50 場所／東1号館3階 304講義室 

開講式 

休憩（10分） 

1

2

学長　山元　寅男 
栄養科学部長　伊藤　和枝 

大学側挨拶 
部門概要説明 

Dコース 10月5日（土） 

14：35～16：00 場所／中央南館1階 109実習室 

16：00～16：10 場所／中央南館1階 109実習室 

15:00～16:25 場所／中央南館1階 109実習室 

13：00～14：25 場所／東1号館3階 304講義室 

閉講式 

休憩（10分） 

公開講座委員長　原　孝之 大学側挨拶 

Eコース 9月28日（土） 

13：00～13：25 場所／西1号館10階 大講義室 

13：25～14：50 場所／西1号館10階 大講義室 

開講式 

休憩（10分） 

1

2

公開講座委員長　原　孝之 
短期大学部長　西岡　弘晃 

大学側挨拶 
部門概要説明 

Fコース 10月5日（土） 

14：35～16：00 場所／西1号館10階 大講義室 

16：00～16：10 場所／西1号館10階 大講義室 

15:00～16:25 場所／西1号館10階 大講義室 

13：00～14：25 場所／西1号館10階 大講義室 

閉講式 

休憩（10分） 

流通科学部長　古川　公成 大学側挨拶 

アジアとの関わりを考える 

定員／各200名 

公開講座のお知らせ 



「
資
金
収
支
計
算
書
」 

「
大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部
」 

「
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
」 

「
三
陽
中
学
校
・
高
等
学
校
」 

消 費 収 入 の 部  

科　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異 

消 費 支 出 の 部  
科　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異 

平成13年度資金収支計算書 
平成13年4月1日から平成14年3月31日 

収 入 の 部  

科　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異 

学生生徒等納付金収入   
手 数 料 収 入    
寄 付 金 収 入    
補 助 金 収 入    
資 産 運 用 収 入    
資 産 売 却 収 入    
事 業 収 入    
雑 収 入    
前 受 金 収 入    
そ の 他 の 収 入    
資 金 収 入 調 整 勘 定    

前年度繰越支払資金   
   
収 入 の 部 合 計   

4,635,540,000 
173,220,000 
20,960,000 

1,154,900,000 
40,610,000 

0 
243,900,000 
250,340,000 

1,079,970,000 
300,030,000 

△1,372,200,000 

7,012,410,000 

13,539,680,000

4,637,485,210 
165,291,550 
22,435,412 

1,282,433,200 
50,929,806 

1,036,531,564 
258,951,800 
262,528,319 

1,160,024,500 
303,665,568 

△1,388,792,918 

7,012,427,111 

14,803,911,122

△1,945,210 
7,928,450 

△1,475,412 
△127,533,200 
△10,319,806 

△1,036,531,564 
△15,051,800 
△12,188,319 
△80,054,500 
△3,635,568 
16,592,918 

△17,111 

△1,264,231,122

人 件 費 支 出    
教 育 研 究 経 費 支 出    
管 理 経 費 支 出    
借 入 金 等 利 息 支 出    
借 入 金 等 返 済 支 出    
施 設 関 係 支 出    
設 備 関 係 支 出    
資 産 運 用 支 出    
そ の 他 の 支 出    
   
[ 予 備 費 ]    
資 金 支 出 調 整 勘 定    
次年度繰越支払資金   
支 出 の 部 合 計   

3,861,900,000 
998,250,000 
428,820,000 
17,270,000 
92,210,000 
438,760,000 
189,350,000 
234,060,000 
360,750,000 

 
17,890,000 

△275,980,000 
7,176,400,000 
13,539,680,000 

 

3,826,319,814 
913,666,491 
403,286,882 
17,260,200 
92,210,000 
425,487,060 
177,220,577 

1,598,795,196 
361,062,256 

 
 

△323,120,036 
7,311,722,682 
14,803,911,122

35,580,186 
84,583,509 
25,533,118 

9,800 
0 

13,272,940 
12,129,423 

△1,364,735,196 
△312,256 

 
17,890,000 
47,140,036 

△135,322,682 
△1,264,231,122

(単位/円)

(単位/円)

支 出 の 部  
科　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異 

平成13年度消費収支計算書 
平成13年4月1日から平成14年3月31日 (単位/円)

(単位/円)

学 生 生 徒 等 納 付 金  
手 数 料    
寄 付 金    
（ 現 物 寄 付 金 ）    
補 助 金    
資 産 運 用 収 入    
事 業 収 入    
雑 収 入    

帰 属 収 入 合 計    
基 本 金 組 入 額    

消 費 収 入 の 部 合 計    

人 件 費    
（退職給与引当金繰入額）   
教 育 研 究 経 費    
（ 減 価 償 却 額 ）    
管 理 経 費    
（ 減 価 償 却 額 ）    
借 入 金 等 利 息    
資 産 処 分 差 額  
徴 収 不 能 額  
 
[ 予 備 費 ]    

消 費 支 出 の 部 合 計    

当年度消費支出超過額   

前年度繰越消費支出超過額   

翌年度繰越消費支出超過額  

4,635,540,000 
173,220,000 
25,080,000 

 
1,154,900,000 
40,610,000 
243,900,000 
250,340,000 

6,523,590,000 

△978,400,000 

5,545,190,000

3,909,730,000 
 

1,447,870,000 
 

503,920,000 
 

17,270,000 
25,600,000 
180,000 

 
17,420,000 

5,921,990,000 

376,800,000 

250,880,000 

627,680,000 

 

3,873,721,968 
 

1,362,498,745 
 

478,346,555 
 

17,260,200 
47,428,253 
174,500 

 
 

5,779,430,221 

30,629,830 

250,879,298 

281,509,128 

 

36,008,032 
  

85,371,255 
  

25,573,445 
  

9,800 
△21,828,253 

5,500 
  

17,420,000 

142,559,779 
 

4,637,485,210 
165,291,550 
35,787,904 

 
1,282,433,200 
50,929,806 
258,951,800 
262,528,319 

6,693,407,789 

△944,607,398 

5,748,800,391

△1,945,210 
7,928,450 

△10,707,904 
 

△127,533,200 
△10,319,806 
△15,051,800 
△12,188,319 

△169,817,789 

△33,792,602 

△203,610,391

(10,000)

(4,120,000) (13,352,492) (△ 9,232,492)

(156,880,000)
 

(252,946)

(449,620,000)  

(75,100,000)

(480,000)

(156,627,054)

(448,832,254)

(75,059,673)

(787,746)

(40,327)

平成13年度 決算 
 

学
校
法
人
中
村
学
園 

平
成
十
三
年
度 

決
算 

9

　
平
成
十
三
年
度
の
決
算
は
、去
る
五
月
二

十
七
日
の
評
議
員
会
並
び
に
理
事
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
内
容
に
つ
い

て
、資
金
収
支
計
算
書
、消
費
収
支
計
算
書
、

貸
借
対
照
表
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

   

　
収
入
の
部
で
は
、補
助
金
収
入（
国
庫
補

助
金
）、受
託
事
業
収
入
及
び
前
受
金
収
入

の
増
加
に
よ
り
当
年
度
の
収
入
合
計
は
予

算
に
対
し
二
億
三
、四
〇
〇
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。 

　
支
出
の
部
の
主
な
も
の
は 

・
流
通
科
学
部
を
含
む
学
生
募
集
の
強
化 

・
隣
接
の
土
地（
建
物
含
む
）取
得 

・
中
央
本
館
、中
央
南
館
の
実
験
・
実
習
室
改

修
工
事
及
び
空
調
設
備
新
設
工
事 

・
西
二
号
館
ト
イ
レ
改
修
工
事 

・
第
二
体
育
館
新
築
工
事 

・
中
央
本
館
、中
央
南
館
の
実
習
台
取
替 

・
東
二
号
館
屋
外
防
水
改
修
工
事 

等
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
し
た
。 

   

　
収
入
の
部
で
は
、生
徒
納
付
金
収
入
、補

助
金
収
入
等
が
予
算
に
対
し
増
収
と
な
り

ま
し
た
。し
か
し
、志
願
者
減
少
に
よ
り
手

数
料
収
入
、前
受
金
収
入
は
減
収
と
な
り
ま

し
た
。当
年
度
の
収
入
合
計
は
予
算
に
対
し
、

一
・
一
％
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。 

　
支
出
の
部
の
主
な
も
の
は
、 

・
修
繕
関
係
で
教
務
室
、体
育
館
等
の
防
水

補
修
工
事 

・
第
一
棟
一
階
の
会
議
室
設
置
工
事 

・
第
一
棟
一
階
の
応
接
室
設
置
工
事 

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
工
事 

等
施
設
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。 

   
　
収
入
の
部
で
は
、生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、

学
生
納
付
金
収
入
、手
数
料
収
入
、前
受
金

収
入
等
が
減
収
と
な
り
ま
し
た
。 

　
補
助
金
収
入
は
予
算
に
対
し
、六
・
九
％

増
加
し
ま
し
た
が
、当
年
度
の
収
入
合
計
は

予
算
に
対
し
て
二
・
六
％
の
減
収
と
な
り
ま

し
た
。 

　
支
出
の
部
の
主
な
も
の
は
、 

・
海
外
特
待
留
学
生
へ
奨
学
金 

・
教
育
改
革
推
進
経
費 

・
生
徒
募
集
強
化
広
告
費 

・
進
路
指
導
室
改
修
工
事 

・
シ
ャ
ワ
ー
室
の
設
置
工
事 

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
パ
ソ
コ
ン
増
設 

・
視
聴
覚
室
、マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
に
伴
う

機
器
取
替
工
事 

等
施
設
設
備
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。 



負債の部・基本金の部及び                     
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計  30,032,540,157

１．減価償却額の累計額の合計額 
　　　　     6,288,412,427円    
２．担保に供されている資産の種類及び額は、次のとおりである。 

28,977,146,805 1,055,393,352

平成13年度決算 

「
消
費
収
支
計
算
書
」 

貸 借 対 照 表  
平成14年3月31日 

資 産 の 部  

科　　　目 本年度末 前年度末 増減（△） 

固 定 資 産 
有 形 固 定 資 産 
土 地 
建 物 
構 築 物 
教育研究用機器備品 
その他の機器備品 
図 書 
車 輌 
建 設 仮 勘 定 

その他の固定資産 
電 話 加 入 権 
有 価 証 券 
保 険 資 産 
収 益事業元入金 
出 資 金 
長 期 積 立 金 
敷                   金 
女子中高校舎改築引当特定資産 
第３号基本金引当資産 

流 動 資 産 
現 金 ・ 預 金 
有 価 証 券 
特 定 金 銭 信 託 
未 収 入 金 
仮 払 金 
前 払 金 

資 産 の 部 合 計  

21,979,992,341 
20,065,509,871 
7,529,332,236 
9,873,406,531 
556,104,291 
667,087,790 
95,402,302 

1,228,795,417 
14,281,304 
101,100,000 

1,914,482,470 
2,879,644 

1,207,222,547 
101,711,539 
20,000,000 
36,420,640 
440,100 

1,600,000 
200,000,000 
344,208,000 

8,052,547,816 
7,311,722,682 
210,183,929 
300,000,000 
229,388,318 

988,217 
264,670 

30,032,540,157

21,381,064,899 
19,999,077,361 
7,445,253,236 
10,014,814,510 
586,454,424 
647,602,077 
101,460,195 

1,183,387,880 
20,105,039 

0 

1,381,987,538 
2,722,942 

911,341,856 
100,000,000 
20,000,000 
34,974,640 
440,100 
900,000 

0 
311,608,000 

7,596,081,906 
7,012,427,111 
201,407,790 
300,000,000 
80,018,850 
643,985 

1,584,170 

28,977,146,805 
 

598,927,442 
66,432,510 
84,079,000 

△141,407,979 
△30,350,133 
19,485,713 
△6,057,893 
45,407,537 
△5,823,735 
101,100,000 

532,494,932 
156,702 

295,880,691 
1,711,539 

0 
1,446,000 

0 
700,000 

200,000,000 
32,600,000 

456,465,910 
299,295,571 
8,776,139 

0 
149,369,468 

344,232 
△1,319,500 

1,055,393,352

固 定 負 債 
 長 期 借 入 金  
 退職給与引当金  

流 動 負 債 
 短 期 借 入 金  
 未 払 金  
 前 受 金  
 預 り 金  
 仮 受 金  

負 債 の 部 合 計  

(単位/円) (単位/円)

第 １ 号 基 本 金 
第 ２ 号 基 本 金 
第 ３ 号 基 本 金 
第 ４ 号 基 本 金 
基 本 金 の 部 合 計  

25,642,951,840 
200,000,000 
344,208,000 
410,000,000 

26,597,159,840

25,023,944,442 
0 

311,608,000 
317,000,000 

25,652,552,442

619,007,398 
200,000,000 
32,600,000 
93,000,000 
944,607,398

翌年度繰越消費支出超過額 
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計  

281,509,128 
△ 281,509,128

250,879,298 
△ 250,879,298

 30,629,830 
△30,629,830

注記 

      土　地　  1,046,223,594円 
      建　物　  　330,742,492円 

      計　　  1,376,966,086円 

３．退職給与引当金の算出方法は、次のとおりである。         
   　　法人本部・大学・短期大学部は期末要支給額1,253,844,000円から私立大学退職金財団に対する掛金の累積額と交付金の累積額 
　　　との繰入調整額を加減した金額を計上している。         
   　　高等学校以下は、期末要支給額1,030,715,000円から私学退職金団体よりの交付金相当額を控除した金額を計上している。         
４．翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととなる金額 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        598,190,000円   

負 債 の 部  

科　　　目 本年度末 前年度末 増減（△） 

基 本 金 の 部  
科　　　目 本年度末 前年度末 増減（△） 

消 費 収 支 差 額 の 部  
科　　　目 本年度末 前年度末 増減（△） 

科　　　目 本年度末 前年度末 増減（△） 

2,009,985,379 
555,980,000 

1,454,005,379 

1,706,904,066 
42,210,000 
321,535,866 

1,160,024,500 
181,993,192 
1,140,508 

3,716,889,445

2,004,793,225 
598,190,000 

1,406,603,225 

1,570,680,436 
92,210,000 
139,753,354 

1,159,404,600 
178,653,324 

659,158 

3,575,473,661

5,192,154 
△42,210,000 
47,402,154 

136,223,630 
△50,000,000 
181,782,512 

619,900 
3,339,868 
481,350 

141,415,784

10

　
以
上
が
各
学
校
の
主
な
事
業
で
す
。学
園

全
体
の
収
入
の
部
は
、補
助
金
収
入
の
増
や
、

有
価
証
券
売
却
収
入〈
総
額
計
上
）が
、予
算

に
対
し
一
〇
億
三
、六
〇
〇
万
円
増
に
よ
り

当
年
度
収
入
合
計
は
七
七
億
九
、一
〇
〇
万

円
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
前
年
度
繰
越
支

払
資
金
七
〇
億
一
、二
〇
〇
万
円
を
加
え
収

入
の
部
合
計
は
、一
四
八
億
三
〇
〇
万
円
と

な
り
、有
価
証
券
売
却
収
入
を
除
く
と
予
算

に
対
し
、一
・
六
％
の
増
収
と
な
り
ま
す
。 

　
支
出
の
部
で
は
人
件
費
支
出
、教
育
研
究

経
費
支
出
で
予
算
残
と
な
る
が
、有
価
証
券

購
入
支
出
は（
総
額
計
上
）予
算
に
対
し
、一

三
億
六
、四
〇
〇
万
円
の
支
出
超
と
な
り
、

次
年
度
へ
の
繰
越
支
払
資
金
は
予
算
に
対
し
、

一
億
三
、五
〇
〇
万
円（
一
・
九
％
）増
の
七

三
億
一
、一
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

   

　
学
園
全
体
の
帰
属
収
入
合
計
は
六
六
億
九
、

三
〇
〇
万
円（
前
年
度
に
対
し
四
・
四
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
基
本
金
組
入
額
九

億
四
、四
〇
〇
万
円
を
控
除
し
た
五
七
億
四
、

八
〇
〇
万
円
が
消
費
支
出
に
充
当
可
能
な

収
入
で
、予
算
に
対
し
二
億
三
〇
〇
万
円（
三
・

六
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
消
費
支
出
の
部
の
合
計
は
、五
七
億
七
、

九
〇
〇
万
円
と
な
り
、消
費
収
入
の
部
合
計

か
ら
差
引
く
と
三
、〇
〇
〇
万
円
の
消
費
支

出
超
過
額
と
な
り
、こ
れ
に
前
年
度
繰
越
消

費
支
出
超
過
額
を
加
え
る
と
翌
年
度
へ
の

繰
越
消
費
支
出
超
過
額
は
二
億
八
、一
〇
〇

万
円
と
な
り
ま
す
。 

   

　
資
産
の
部
で
は
、そ
の
他
の
固
定
資
産
の

有
価
証
券
増
加
や
本
年
度
よ
り
女
子
中
学
、

高
校
校
舎
改
築
引
当
特
定
資
産
を
新
た
に

設
け
た
こ
と
及
び
流
動
資
産
の
現
金
、預
金

増
加
に
よ
り
、資
産
総
額
は
三
〇
〇
億
三
、

二
〇
〇
万
円
と
な
り
、前
年
度
よ
り
一
〇
億

五
、五
〇
〇
万
円（
三
・
六
％
）の
増
と
な
り

ま
し
た
。 

　
負
債
の
部
で
は
、長
期
借
入
金
は
減
少
し

ま
し
た
が
、未
払
金
の
増
加
に
よ
り
負
債
の

部
合
計
は
、前
年
度
よ
り
一
億
四
、一
〇
〇

万
円（
三
・
九
％
）増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
資
産
総
額
か
ら
負
債
総
額
を
差
引
い
た

正
味
資
産
は
二
六
三
億
一
、五
〇
〇
万
円
で

前
年
度
よ
り
九
億
一
、三
〇
〇
万
円（
三
・
六

％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
以
上
が
平
成
十
三
年
度
に
お
け
る
本
学

園
の
決
算
概
要
で
す
。ま
す
ま
す
経
済
情
勢

が
厳
し
く
な
る
中
、財
政
の
健
全
化
に
向
け

て
日
々
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

「
貸
借
対
照
表
」 



平成14年度 予算 
 

平成14年度資金収支予算書 
平成14年4月1日から平成15年3月31日まで 

収 入 の 部  

科　　　目 14年度予算額 前年度予算額 増減（△） 

7,176,400

13,586,850

　 前 年 度 繰 越 支 払 資 金 　  

　 収 入 の 部 合 計 　  

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入  
手 数 料 収 入  
寄 付 金 収 入  
補 助 金 収 入  
資 産 運 用 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  
前 受 金 収 入  
そ の 他 の 収 入  
資 金 収 入 調 整 勘 定  

4,659,220 
169,610 
10,680 

1,022,190 
25,830 
220,290 
118,920 

1,119,970 
211,260 

△1,147,520

7,012,410

13,539,680

4,635,540 
173,220 
20,960 

1,154,900 
40,610 
243,900 
250,340 

1,079,970 
300,030 

△1,372,200

163,990

47,170

23,680 
△3,610 
△10,280 
△132,710 
△14,780 
△23,610 
△131,420 
40,000 

△88,770 
224,680

(単位／千円)

(単位／千円)

支 出 の 部  

科　　　目 14年度予算額 前年度予算額 増減（△） 

4,017,060

13,586,850

　 次 年 度 繰 越 支 払 資 金 　  

　 支 出 の 部 合 計 　  

人 件 費 支 出  
教 育 研 究 経 費 支 出  
管 理 経 費 支 出  
借 入 金 等 利 息 支 出  
借 入 金 等 返 済 支 出  
施 設 関 係 支 出  
設 備 関 係 支 出  
資 産 運 用 支 出  
そ の 他 の 支 出  
〔 予 備 費 〕  
資 金 支 出 調 整 勘 定  

3,809,640 
916,300 
426,110 
14,800 
42,210 

3,838,310 
168,910 
226,330 
274,680 
17,900 

△165,400

7,176,400

13,539,680

3,861,900 
998,250 
428,820 
17,270 
92,210 
438,760 
189,340 
234,060 
360,750 
17,900 

△275,980

△3,159,340

47,170

△52,260 
△81,950 
△2,710 
△2,470 
△50,000 
3,399,550 
△20,430 
△7,730 
△86,070 

0 
110,580

学
校
法
人
中
村
学
園 

平
成
十
四
年
度 

予
算 

　
平
成
十
四
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、去

る
三
月
十
九
日
の
評
議
員
会
及
び
二
十
五

日
の
理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
教
育
と
経
営

の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、学
園
全
体
と
し
て
、

よ
り
一
層
の
財
政
の
健
全
化
を
目
指
す
こ

と
で
す
。 

　
本
年
度
も
、各
学
校
の
教
育
・
研
究
及
び

学
校
運
営
に
則
し
た
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。 

　
各
学
校
の
収
支
予
算
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

  

　
収
支
の
部
で
は
、平
成
十
四
年
四
月
よ
り

家
政
学
部
が
栄
養
科
学
部
と
人
間
発
達
学

部
に
改
組
転
換
さ
れ
、流
通
科
学
部
が
開
設

三
年
目
を
向
か
え
た
こ
と
等
に
よ
り
、学
生

数
は
五
・
二
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。学
生

納
付
金
を
十
四
年
度
に
改
定
し
た
こ
と
に

伴
い
増
収
と
な
り
ま
し
た
。 

　
支
出
の
部
で
は
、個
人
研
究
費
の
見
直
し

に
よ
る
削
減
を
行
い
ま
し
た
。パ
ソ
コ
ン
関

係
で
は
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
の
取
替
一
四

五
台
、流
通
科
学
部
に
新
た
に
七
二
台
導
入
、

家
政
経
済
科
の
一
三
六
台
取
替
に
よ
る
リ

ー
ス
料
を
計
上
し
ま
し
た
。管
理
経
費
の
面

で
は
、学
生
募
集
の
強
化
に
伴
う
費
用
や
流

通
科
学
部
の
就
職
対
策
に
関
す
る
経
費
、栄

養
科
学
部
・
人
間
発
達
学
部
の
開
学
記
念
式

典
の
費
用
等
を
計
上
し
ま
し
た
。 

施
設
設
備
関
係
で
は 

・
校
地
取
得
費
用 

・
第
二
体
育
館
新
築
工
事 

・
中
央
本
館
二
〜
四
階
実
習
室
第
三
期
改
修

工
事 

・
中
央
南
館
一
、二
階
実
習
室
第
三
期
改
修

工
事 

・
東
館
ト
イ
レ
改
修
工
事 

・
図
書
館
入
館
シ
ス
テ
ム
取
替 

・
中
央
本
館
、中
央
南
館
の
改
修
に
伴
う
実

験
台
・
調
理
実
習
台
の
取
替 

等
年
次
計
画
に
よ
る
学
生
サ
ー
ビ
ス
推
進

と
共
に
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。 

  

　
収
入
の
部
で
は
、中
学
校
、高
等
学
校
共

に
納
付
金
の
改
定
を
し
ま
し
た
。し
か
し
生

徒
数
の
減
少
に
よ
り
、納
付
金
収
入
、補
助

金
収
入
が
減
収
と
な
り
ま
す
。 

　
支
出
の
部
で
は
、生
徒
募
集
強
化
の
た
め

学
校
案
内
、見
学
会
案
内
広
告
費
や
高
校
の

ビ
デ
オ
作
成
費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。管
理

の
面
で
は
、校
舎
等
の
老
朽
化
に
対
応
し
、

劣
化
調
査
関
連
工
事
や
体
育
館
屋
根
防
水

補
修
工
事
等
の
維
持
、保
全
の
強
化
を
実
施

し
ま
す
。又
中
学
校
は
開
校
十
周
年
に
あ
た

り
記
念
行
事
費
を
計
上
し
ま
し
た
。 

施
設
設
備
関
係
で
は
、 

・
講
堂
ス
テ
ー
ジ
床
改
修
工
事 

「
大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部
」 

「
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
」 



平成14年度 予算 

消 費 収 入 の 部  

科　　　目 14年度予算額 前年度予算額 増減（△） 

△4,231,780

1,998,530

基 本 金 組 入 額 合 計  

帰 属 収 入 合 計  

消 費 支 出 の 部 合 計  

消 費 収 入 の 部 合 計  

学 生 生 徒 等 納 付 金  
手 数 料  
寄 付 金  
補 助 金  
資 産 運 用 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  

4,659,220 
169,610 
14,250 

1,022,190 
25,830 
220,290 
118,920 

 
6,230,310 6,523,590 △293,280

△978,400

5,545,190

4,635,540 
173,220 
25,080 

1,154,900 
40,610 
243,900 
250,340

△3,253,380

△3,546,660

23,680 
△3,610 
△10,830 
△132,710 
△14,780 
△23,610 
△131,420

消 費 支 出 の 部  

科　　　目 14年度予算額 前年度予算額 増減（△） 

3,827,660

627,680

4,455,340

250,880

627,680

当 年 度 消 費 支 出 超 過 額  

前 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額  

翌 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額  

人 件 費  
（ 退 職 給 与 引 当 金 繰 入 額 ）  
教 育 研 究 経 費  
（ 減 価 償 却 額 ）  
管 理 経 費  
（ 減 価 償 却 額 ）  
借 入 金 等 利 息  
資 産 処 分 差 額  
 
〔 予 備 費 〕  

3,835,610 
131,250 

1,447,060 
530,760 
510,820 
84,710 
14,800 

0

17,900

5,826,190

17,900

5,921,990

0

△95,800

376,800

3,909,730 
156,880 

1,447,870 
449,620 
503,620 
74,800 
17,270 
25,600

△74,120 
△25,630 
△810 
81,140 
7,200 
9,910 

△2,470 
△25,600

平成14年度消費収支予算書 
平成14年4月1日から平成15年3月31日まで (単位／千円)

(単位／千円)

（　　　　　　） 

（　　　　　　） 

（　　　　　　） 

（　　　　　　） 

（　　　　　　） 

（　　　　　　） 

（　　　　　　） 

（　　　　　　） 

（　　　　　　） 

・
電
話
交
換
機
設
備
取
替
工
事 

・
事
務
室
ほ
か
空
調
機
取
替
工
事 

等
施
設
設
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

  
　
収
入
の
部
で
は
、中
学
校
、高
等
学
校
共

に
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、手
数
料
収
入
、

補
助
金
収
入
、前
受
金
収
入
等
の
項
目
で
減

収
と
な
り
ま
す
。 

　
支
出
の
部
で
は
、教
育
の
資
質
向
上
の
た

め
、海
外
研
修
や
先
進
校
の
視
察
研
修
費
用

を
計
上
し
ま
し
た
。又
生
徒
の
奨
学
金
と
し

て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
特
待
留
学
生
奨
学

金
等
を
計
上
し
ま
し
た
。 

　
生
徒
募
集
関
係
に
お
い
て
も
、効
果
的
広

報
と
な
る
よ
う
検
討
し
、生
徒
の
募
集
強
化

を
図
り
ま
す
。 

  

　
学
園
全
体
の
資
金
収
支
予
算
の
収
入
の

部
で
は
、各
学
校
の
納
付
金
を
改
定
し
ま
し

た
が
、中
学
校
、高
等
学
校
の
生
徒
数
の
減

少
に
よ
り
、納
付
金
は
前
年
と
ほ
ぼ
横
ば
い

と
な
り
、補
助
金
収
入
、資
産
運
用
収
入
の

減
収
に
よ
り
、当
年
度
の
収
入
合
計
は
前
年

度
よ
り
、一
億
一
、六
〇
〇
万
円
減
の
六
四

億
一
、〇
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
す
。こ
れ
に

前
年
度
繰
越
支
払
資
金
七
一
億
七
、六
〇
〇

万
円
を
加
え
収
入
の
部
合
計
は
百
三
五
億
八
、

六
〇
〇
万
円
と
な
り
、前
年
度
に
比
し
て
四
、

七
〇
〇
万
円
の
微
増
と
な
り
ま
す
。 

　
支
出
の
部
で
は
、人
件
費
支
出
は
退
職
金

の
関
係
で
前
年
度
よ
り
減
、教
育
研
究
関
係

で
は
、経
費
の
見
直
し
に
よ
り
減
と
な
り
ま

す
。 

　
施
設
設
備
関
係
で
は
、校
地
取
得
費
や
大

学
、短
期
大
学
部
の
実
験
実
習
台
の
年
次
計

画
に
よ
る
取
替
、第
二
体
育
館
新
築
工
事
等

の
施
設
の
充
実
に
よ
り
、当
年
度
の
支
出
合

計
は
前
年
度
に
比
し
て
三
二
億
六
〇
〇
万

円
の
増
と
な
り
ま
す
。次
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
前
年
度
よ
り
三
一
億
五
、九
〇
〇
万
円

減
額
の
四
〇
億
一
、七
〇
〇
万
円
と
な
り
ま

す
。 

　
消
費
収
支
予
算
で
は
、帰
属
収
入
合
計
が

六
二
億
三
、〇
〇
〇
万
円
で
、前
年
度
比
四
・

五
％
の
減
収
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ

に
基
本
金
組
入
額
四
二
億
三
、一
〇
〇
万
円

を
控
除
し
た
十
九
億
九
、八
〇
〇
万
円
が
消

費
支
出
に
充
当
可
能
な
収
入
で
す
。 

　
消
費
支
出
の
部
は
人
件
費
の
減
少
に
よ
り
、

消
費
支
出
の
部
合
計
は
五
八
億
二
、六
〇
〇

万
円
と
な
り
前
年
度
よ
り
一
・
六
％
の
減
と

な
り
ま
す
。本
年
度
は
校
地
取
得
等
に
よ
り

基
本
金
組
入
額
が
過
大
と
な
り
消
費
収
入

が
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
、当
年
度
消
費
支

出
超
過
額
は
三
八
億
二
、七
〇
〇
万
円
と
な

り
ま
す
。こ
れ
に
前
年
度
か
ら
の
消
費
支
出

超
過
額
六
億
二
、七
〇
〇
万
円
を
加
え
、翌

年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過
額
は
四
四
億
五
、

五
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
す
。 

　
以
上
が
平
成
十
四
年
度
の
予
算
の
概
要

で
す
が
、ま
す
ま
す
学
生
、生
徒
募
集
が
厳

し
く
な
る
中
で
の
、財
政
基
盤
の
安
定
を
図

る
た
め
に
予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
適
性

且
つ
厳
正
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

「
三
陽
中
学
校
・
高
等
学
校
」 

「
学
園
総
合
」 



楽しかったあの日々をもう一度 
－ステロイドホルモンをつくる酵素の反応機構の研究－ 
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NADPH

AR

AR

P-450scc

P-450scc

コレステロール＋302

コレステロール＋302

プレグネノロン 
＋ イソカプロアルデヒド 
＋ 3H2O

プレグネノロン 
＋ イソカプロアルデヒド 
＋ 3H2O

酸化型AD

還元型AD

シャトル機構（Lambeth 　　 , 1979） et al.

複合体機構（Hara & Kimura, 1989） 

還元型AD

NADPH

FAD

FAD

Fe

Fe

HO

HO

HO

OHC

O

HO

OHC

O

副腎皮質ミトコンドリアのステロイドホルモン合成に関わる 
Ｐ－450酵素系の反応機構 



研 究 ト ピ ッ ク ス  
社会で話題（問題）になっているものを紹介します 

大学　流通科学部  助教授   吉岡 洋一 

明治大学商学部商学科卒業後、百貨店チェーン

の十字屋を経て、早稲田大学システム科学研究

所（現早稲田大学アジア太平洋研究センター）

でシステム設計を研究、経済産業省の外郭団体

（財）流通システム開発センターで流通システ

ム化施策の調査・研究に従事。その後独立して23年間ほど流通

分野を中心に実践的な流通システムづくりを教育・啓蒙・指導。 

■プロフィール 

　「ヨキミセサカエル」これ何の意味だかお解りでし

ょうか。 

昭和30～40年代にかけて商業・流通・小売業に関係し

た人にとっては大変懐かしいものですが、NCR（ナシ

ョナル金銭登録機）全盛期の小売店のレジスターでの

商品分類コードです。ヨ：婦人服、キ：婦人下着、ミ：婦

人ブラウス、セ：婦人靴下等といった形で売場レジ毎

に分類カテゴリーを決めてレジスターに打ち込んで

いました。そして閉店後このレジ別に今日は「ヨ：婦人服」

の売上高がいくら、キはいくら売上げたといって一喜

一憂していたものでした。ところが、この単純な8分類

では、大きな商品分類の売上集計は出来ても、婦人服

の中のどんなデザインのどんな色のどんなサイズの

ものがいくつ売れているのか一切分かりません。これ

を知るには、レジの計算とは別に、商品お買い上げ時

に切り取っておいた商品タグ（値札）の半券を一枚一

枚数えて計算しなければなりませんでした。この計算

も今のような計算器がありませんでしたから、ソロバ

ンを使ってやっていました。 

　という訳で、この時代の商品の単品（商品一品ずつ）

管理は大変に労力がいるものでした。 

　今はどうでしょう。バーコード・POSという新兵器

がうまれましたから、これは比較にもならないくらい

に楽になりました。業界では、単品管理を鬼の首を取

ったように叫んでいますが、これを本当に自店の業績

向上にまで役立てているところはまだ多くはないよ

うです。又、 POSデータが単品で取れるからといって

も、これを分析しているから商売が安定する保証はあ

りません。それは、POSデータをいくら分析してみても、

自店で扱っていないもの、顧客が買わなかったものや

本当に欲しいと思っているもののデータは取り様が

ないからです。 

　こんなPOS謳歌時代に、ポストPOSと呼ばれる、今

までのバーコード技術をしのぐ「RFID」と呼ばれる新

しい読み取り技術がちらほら実務の世界に顔を出し

始めました。これは、ICチップの技術を使って、商品や

固有物にこのチップを埋め込む・印刷する・貼りつけ

るなどすると、これがそれぞれの商品・固有物のIDを

しめし、これを非接触、多角度に読み取ることによって、

そのものが特定できる技術です。アメリカなどでは、

これがショッピングの現場でかなり実用的なシステ

ムとして組み込み始められてきているようです。日本

では、商品の物流・輸配送の追跡システムとして研究・

実用化が進んできていますし、聞くところでは、回転

ずしのお皿にチップをはめ込んで、精算のときに間違

いなく一発で客が食べた皿（値段）の分類を読み取り

料金を精算するシステムが実用化の入り口にまでき

ているようです。 

　まだ、コストの問題が残りますが、こんなことが実

用化されると、今のように買い物籠一杯に入った食料

のバーコードを一品一品読みとって精算するといっ

た光景や、これを待つために行列を作るといったイラ

イラも極く近い将来店頭からなくなるかもしれません。 

最先端流通科学の散歩道 
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■一番食品の商品。これに、毎年7,000件もの新しい「味」が誕生しています。 

卒業生からのメッセージ 

卒
業
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

一
番
食
品
株
式
会
社 

研
究
開
発
部
　
宇
佐
波 

康
一（
平
成
12
年
3
月 

食
物
栄
養
学
科 

管
理
栄
養
士
専
攻 

卒
業
） 

（
中
村
学
園
三
陽
中
学
校
・
高
等
学
校
出
身
）　
　
　
　
　
　  

 
　
私
は
、平
成
12
年
に
大
学
・
食
物
栄

養
学
科
を
卒
業
し
、現
在
は
一
番
食

品
株
式
会
社
の
研
究
開
発
部
で
新
商

品
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。一
番

食
品
は
福
岡
県
の
飯
塚
市
に
本
社
を

置
き
、全
国
の
麺
業
界
お
よ
び
畜
産
・

水
産
・
農
産
、惣
菜
・
外
食
産
業
向
け

の
各
種
ス
ー
プ
・
だ
し
・
た
れ
類
、調

味
料
、レ
ト
ル
ト
食
品
、缶
詰
な
ど
を

製
造
販
売
す
る
総
合
食
品
メ
ー
カ
ー

で
、一
日
に
約
２
０
０
種
以
上（
約
５

０
０
万
食
分
）も
の
商
品
を
厳
し
い

品
質
管
理
下
で
製
造
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、今
ま
で
に
蓄
積
し
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
基
に
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
食

に
関
す
る
商
品
企
画
・
製
造
技
術
・
市

場
調
査
情
報
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や
技
術
サ
ポ
ー

ト
を
行
う「
複
合
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
」も
同

時
に
提
供
し
て
お
り「
技
術
の
一
番
食
品
」を
自

負
し
て
い
ま
す
。 

 
 

　
当
研
究
開
発
部
で
は
基
礎
研
究
を
通
し
て
確

立
し
た
独
自
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
味
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、全
国
を
巡
っ
て
蓄
積

し
た
独
自
の
味
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
地
域
・
性
別
・

年
齢
・
季
節
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
細
か
く
分

類
し
、お
客
様
に
、そ
し
て
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
ウ

ォ
ン
ツ
に
迅
速
か
つ
的
確
に
活
用
で
き
る
よ
う

管
理
し
て
い
ま
す
。加
え
て
様
々
な
基
礎
研
究
や

産
学
官
共
同
研
究（
民
間
企
業
・
大
学
・
国
の
機
関

と
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
行
う
共
同
研
究
）を
通
し

て
得
ら
れ
た
数
多
く
の
デ
ー
タ
を
は
じ
め
、開
発

に
携
わ
る
一
人
一
人
の
知
恵
と
感
性
を
駆
使
し
て
、

年
間
約
７
０
０
０
件
の
新
し
い
味
を
作
り
出
し

て
い
ま
す
。 

　
取
り
扱
う
食
品
が
非
常
に
広
範
囲
に
及
ぶ
た

め
、開
発
は
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
チ
ー
ム
制
で
行
わ

れ
て
お
り
、私
は
そ
の
中
の
レ
ト
ル
ト
商
品
開
発

チ
ー
ム
で
野
菜
や
肉
な
ど
具
材
入
り
の
ス
ー
プ

や
カ
レ
ー
、炊
き
込
み
御
飯
の
素
や
缶
詰
等
の
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。入
社
以
来
２
年
が
経
過
し
、

私
自
身
仕
事
を
通
じ
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
、学
生

の
こ
ろ
は
単
に
空
腹
を
満
た
す
た
め
に
食
事
を

し
て
い
た
の
に
対
し
、食
材
の
旬
や
調
理
方
法
、

ソ
ー
ス
や
ス
ー
プ
に
使
用
し
て
い
る
原
材
料
等

を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、コ
ン
ビ
ニ
等

で
物
を
購
入
す
る
際
に
も
自
然
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
裏
の
原
材
料
表
示
や
添
加
物
表
示
を
見
て
分

析
し
て
い
ま
す
。 

　
研
究
開
発
の
仕
事
は
、こ
の
よ
う
な
日
々
の
地

道
な
努
力
の
積
み
重
ね
の
上
に
成
り
立
っ
て
お
り
、

勤
務
中
は
お
客
様
か
ら
の
依
頼
期
限
に
間
に
合

わ
せ
る
た
め
に
時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
が
、

自
分
が
開
発
し
た
商
品
が
市
場
に
出
回
っ
て
い

る
の
を
見
た
り
、県
外
の
様
々
な
お
土
産
品
に
当

社
開
発
の
商
品
を
見
つ
け
た
と
き
は
、社
会
に
貢

献
し
て
い
る
と
い
う
満
足
感
が
あ
り
ま
す
。 

  

　
私
が
一
番
食
品
に
入
社
し
た
平
成
12
年
に
は

同
期
入
社
が
35
人
い
ま
し
た
。私
は
、そ
の
中
で

新
人
賞
に
選
ば
れ
、ま
た
、同
年
の
管
理
栄
養
士

国
家
試
験
に
も
無
事
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。私
自
身
は「
学
生
時
代
に
勉
強
を
真
面
目

に
や
っ
た
」と
は
決
し
て
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
で
も
中
村
学
園
大
学
で
授
業
や
実
習
を
通

し
て
学
ん
だ
知
識
や
考
え
方
は
直
接
ま
た
は
間

接
的
に
今
の
業
務
に
確
実
に
生
き
て
お
り
、熱
心

に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。中
で
も
一
番
食
品
に
入
社
す
る

に
あ
た
り
、前
準
備
に
と
、大
学
４
年
の
後
期
に
、

包
丁
の
使
い
方
か
ら
各
素
材
の
調
理
方
法
や
盛

り
付
け
方
、目
上
の
方
に
対
す
る
気
配
り
、薬
膳

等
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
三
成
教
授
に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

　
現
在
、健
や
か
に
美
し
く
生
き
て
い
く
こ
と

へ
の
願
い
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
一
方
、低
価
格

で
質
の
高
い
商
品
や
多
様
な
生
活
形
態
に
合
っ

た
食
の
提
案
、さ
ら
に
は
流
通
の
激
化
に
と
も

な
う
競
争
に
勝
つ
高
付
加
価
値
な
商
品
開
発
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
消
費
者
や
お

客
様
の
ウ
ォ
ン
ツ
に
的
確
に
応
え
、食
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
求
め
ら
れ
る
味
づ
く

り
に
今
後
は
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。故 

中
村
ハ
ル
先
生（
中
村
学
園
の
学
園
祖
）

の
言
葉「
努
力
の
上
に
花
が
咲
く
」を
信
じ
こ
れ

か
ら
も
日
々
努
力
し
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
在
学
生
の
み
な
さ
ん
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
進

学
を
目
指
す
み
な
さ
ん
。学
生
生
活
は
遊
び
や

バ
イ
ト
を
優
先
し
が
ち
と
は
思
い
ま
す
が
、あ

く
ま
で
も
学
生
の

本
分
は
勉
強
で
す
。

社
会
に
出
て
後
悔

し
な
く
て
い
い
よ

う
に
、
今
の
う
ち

し
っ
か
り
勉
強
し

ま
し
ょ
う
。 

一
番
食
品
で
の「
商
品
開
発
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感
は
格
別
で
す
。 ■研究開発部の様子。（一番右が宇佐波さん） 

■一番食品本社クリエイティブセンター 



　最近３ヵ年の図書館利用状況についてお知らせいたします。 
　本学図書館では、利用者サービスの向上を目標に、閲覧業務（図書館資料の貸出、返却等）や参考業務（ﾚﾌｧﾚﾝｽ、学術情報検索、他の図書館との学術文献
複写相互利用等）に重点を置いて進めており、このことは下記グラフによって示されています。また、国立情報学研究所が提供するNACSIS-CAT2（新
CAT）の利用環境構築に向け準備中です。 
　AVコーナーでの視聴覚資料の利用者数も増加が著しく、DVDなどデジタル資料や二カ国語教材などに対応した利用環境の充実を今後もめざして
いきます。 

1.学生の総入館者数の推移 

3.学生のAVコーナー利用者総数の推移 

2.学生への総貸出冊数の推移 

4.文献複写依頼数の推移 

栄養学英和辞典 
久木野憲司監修・編集代表 

エミリーへの手紙 
キャムロン・ライト著 

【図書館の地域開放について】 
　本年夏季8月の1ヶ月間、福岡市及び近郊の高校生へ学習の場
として図書館を開放することになりました。また、同8月以降、大
学付属幼稚園園児の保護者の皆様にも入館、ご利用いただける様
になりました。地域開放につきましては詳細をホームページにも
掲載しておりますのでご参照ください。 

図書館だより 

　エミリーは無口なおじいちゃんが大好きだった。そ
んなおじいちゃんが死んだ。一冊の詩集を残して。詩の
一つ一つには謎があった。エミリーへの手紙を開封す
るためのパスワードが隠されていたのだ。頑固なひと
りの老人が、残していく者たちに伝えたかった人生の
真実とはいったい何なのか？　感動の波が押し寄せる。 

　日々の出来事から四季折々の話題までを心のキャ
ンバスに描き出す名コラム。 
　就職試験にも頻出。社会人の実力養成にも最適。 

新 着 情 報  

平成13年度 図書館利用状況について 
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天声人語（和英対照） 
朝日新聞 

短期大学部生 37,426

61,628

652

39,432

68,746

968

35,517

71,878

1,107

大学生 

大学院生 

短期大学部生 930
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1
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1,573

0

大学生 

大学院生 

大学生 11
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大学院生 

教員 

短期大学部生 8,014

12,561

425

10,170
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大学生 

大学院生 
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入館者数は年間の延べ人数です。この3年は年間10万人前後で推移しています。 増加の傾向にあり、栄養系の学生貸出が最も多いようです。 

AVソフトの収蔵を拡充しており、平成13年度は2年前のほぼ2倍に急増。 ここ数年は年間500～600件程度の学外依頼があります。 

高校生
の 

みなさ
んへ 図書館開放のお知らせ 
広くて静かなスペースで集中してみませんか？ 

開放期間 8月1日（木）～8月30日（金） 
休館日：日曜日、第2・4土曜日 
　　　  8月12日（月）～15日（木） 

開館時間 月～金…9：30～17：00 
　　土…9：30～13：00

●制服着用 ●生徒手帳持参 
※駐輪場、喫茶室（食堂）あり 
※TEL. 092-851-2573 
　ホームページ http://www.nakamura-u.ac.jp/

　栄養学領域における必要性の高まりに応えて刊
行されたわが国初の英和辞典である。解説はでき
るだけ平易にし、初学者にも利用しやすい。 
　実際の英語書籍に頻出する用語を厳選し、臨床
の場でも使えるように臨床用語を多く掲載した。 
　発音は発音記号とともに、できる限り忠実に、わ
かりやすいカタカナ表記で併記している。さらに、
日本語から逆引きできる「和英の部」を設けている。 
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柔道同好会 強きを挫き、弱きを守る 

NUBC－放送同好会  
テレビやラジオ番組をつくりたい 

ヨット同好会 
他にも2つのサークルが新しくできました。 

サークル誕生 

 

スポーツ観戦同好会 
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学校法人中村学園は、学園祖中村ハル先生が設立され、
昭和28年（1953）12月24日に福岡県知事の認可を受け、
翌、昭和29年（1954）4月福岡高等栄養学校を設置し、
中村学園がスタートしました。昭和29年（1954）4月
の福岡高等栄養学校開学から、平成16年（2004）4月
で満50年を迎えます。 
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